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その他
（水門）

※被害状況のデータに
ついては、注釈がないも
のはP.1下段に記載の
資料に準拠
※空欄または「不明」と
しているものは準拠資料
の通りに掲載

普代水門
●ふだいすいもん

K普代村第14地割
k三陸沿岸道路普代ICから車で2分
JiG見学自由
pあり（大型バス：あり）

0194-35-2114（普代村政策推進室） P112E2MAP

普代水門の建設に尽力した和村幸得元村長（故人）の
功績を紹介。戦後の選挙で村長に初当選し、以後10期
40年という長きにわたり普代村のトップとして村の発展
に貢献した。まさに震災から村を救った人物だ

元村長の先見の明に村民一同心から感謝の意を表し、
「二度あったことは、三度あってはならない」という村長の
教訓を風化させず、後世まで受け継ぐことを誓い、平成
25年（2013）にその言葉を刻んだ顕彰碑が建立された

国や住民の反
対を押し切り、

説得して水門建設を
実現させた和村幸得
元村長。その強い思
いはどこからきていた
のでしょうか？

Q1

普代水門と太田名部防潮堤が住宅地や集落中心部
への津波到達を防いだため、津波による死者・住宅被
害はゼロとなった。その結果から普代水門は「奇跡の水
門」ともよばれている

代
村
は
岩
手
県
沿
岸
北
部

に
あ
る
人
口
約
２
６
０
０
人

の
小
さ
な
村
で
す
。震
災
で
は
巨
大

津
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
が
、高
さ

１５
．５
m
の
東
北
一
と
称
さ
れ
る
普

代
水
門
が
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、

津
波
に
よ
る
犠
牲
者
は
１
人
も
出

ま
せ
ん
で
し
た
。村
で
は
明
治
三
陸

地
震
に
よ
る
津
波
で
多
く
の
犠
牲

者
が
出
た
こ
と
を
踏
ま
え
、同
程
度

の
津
波
か
ら
村
を
守
れ
る
よ
う
に

水
門
の
設
計
条
件
を
決
め
、昭
和
47

年（
１
９
７
２
）の
着
工
か
ら
12
年
を

経
て
水
門
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　建
設
に
は
当
時
の
村
長
の
英
断

と
尽
力
が
あ
り
ま
す
。国
や
村
民
か

ら
は
建
設
反
対
の
声
が
上
が
る
な

か
、根
気
よ
く
説
得
を
続
け
実
現
さ

せ
た
の
で
す
。3
.11
の
発
災
時
に
は

遠
隔
操
作
に
よ
っ
て
閉
門
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
停
電
が
発
生
し
た
た

め
、消
防
士
た
ち
が
手
動
で
操
作
し

て
水
門
を
閉
鎖
。直
後
に
到
達
し
た

津
波
は
水
門
を
２
m
ほ
ど
超
え
ま

し
た
が
決
壊
す
る
こ
と
な
く
、津
波

は
水
門
か
ら
数
百
m
上
流
で
止
ま

り
、間
一
髪
で
村
を
守
っ
た
の
で
す
。

普代村
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施設DATA

施設ガイド?
考えてみよう??

普

A1 元村長自身が昭和8年（1933）の三陸地震で大規模な津波を経験していた。「二度
あったことは、三度あってはならない」と反対の声を説得し、建設を実現させた。

●
ふ
だ
い
す
い
も
ん

普
代
水
門
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わ  むら こう  とく
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・
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※空欄または「不明」と
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K野田村野田17‐107
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G無料
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野田村
●のだむら

田
湾
を
挟
ん
で
太
平
洋
に

臨
む
野
田
村
は
、北
上
山
地

の
東
麓
に
位
置
し
て
い
ま
す
。震
災

時
に
は
高
さ
12
m
の
防
潮
堤
を
軽
々

と
超
え
る
津
波
が
沿
岸
部
を
襲
い
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。生

業
と
し
て
い
た
漁
業
や
商
工
業
は

大
打
撃
を
受
け
、野
田
村
で
は
懸
命

な
復
旧
作
業
が
続
き
ま
し
た
。

　こ
の
被
害
状
況
や
教
訓
、そ
し
て

復
興
の
足
跡
を
伝
承
す
る
た
め
、村

に
再
建
さ
れ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
の
３

階
に
設
け
ら
れ
た
の
が
野
田
村
復

興
展
示
室
で
す
。被
災
か
ら
復
興
に

至
る
足
跡
が
、映
像
や
パ
ネ
ル
展
示

で
紹
介
さ
れ
、中
央
に
は
住
民
た
ち

の
思
い
出
を
も
と
に
製
作
さ
れ
た
震

災
前
の
村
の
ジ
オ
ラ
マ
模
型
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
窓
か
ら
は

14
m
に
か
さ
上
げ
さ
れ
た
防
潮
堤
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
終
え
た
村

の
景
色
を
見
渡
せ
ま
す
。

　震
災
前
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た

村
の
営
み
や
生
業
を
知
り
、今
の
村

の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
学
ぶ
震
災
の

事
実
と
復
興
。村
の
人
た
ち
の
心
に

あ
る
野
田
村
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

展示のテーマは「野田村の伝えたいこと」。津波防災対
策の考え方を将来に語り継ぐため、東日本大震災の記
憶として、野田村の震災被害の写真、復旧・復興の歩
み、防災マップなどがパネル展示されている

中央に展示さ
れている震災

前の野田村のジオラ
マ模型には、メモのよ
うな手書き文字が多
く添えられています
が、どのようなことが
記されているのでしょ
うか？

平成25年（2013）に「いわて失われた街 模型復元プロ
ジェクト」の一環として製作された、震災前の野田村の
ジオラマ模型。住民の皆さんの思い出をもとにして作ら
れ、震災前の営みや生業、思い出が詰まっている

Q1

震災後に集まった泥だらけのアルバムや写真は、ボラン
ティアの方々が洗浄して保管されている。写真は持ち主
が判明した返却会の様子。同時に写真保存のためデジ
タル化の作業も続けられている

震
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施設DATA考えてみよう?
車椅子OK

?

野

A1 野田村の住民たちのそれぞれの思い出や、生活、生業、そして村に
残る古くからの伝統文化などが記されている。

野
田
村
復
興
展
示
室

●
の
だ
む
ら
ふ
っ
こ
う
て
ん
じ
し
つ
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